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2009/10/26 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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AUD/ JPY 

10/19 
Monday 

週初めの欧米株価指数が軒並み上昇したことで、リスクを取ることに積極的となる動きから、

外国為替市場では円が各通貨に対して下落(豪ドル/円は上昇)した(①)。 

10/20 

Tuesday 

10月の豪州中銀議事録で、景気の下振れリスクが過去数カ月で低下しており、非常に緩和

的な政策の維持は賢明ではない可能性があるとの見解が示され、豪州の金利先高観が更に

高まった(②)。 

10/21 
Wednesday 

英国中銀議事録の発表を受けてポンド/円が上昇するのに伴い、円売りが活発化(③)。豪ド

ル/円は22日未明にほぼ１年１カ月ぶり高値84.83円まで上昇。ただ、米国株式市場が終盤に

急落したことで、その後一旦下落(④)。 

10/23 
Friday 

22日の米国株式市場の上昇や日本の財政赤字への懸念を背景に円売りが強まり、豪ドル/

円は夜にほぼ１年１カ月ぶり高値85.29円を記録した(⑤)。 

上昇要因＇豪ドル高・円安（ 下落要因＇豪ドル安・円高（ 

豪ドル/円 10/19～23の主な推移 

・日本と豪州の金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の後退 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州中銀による金利引き上げ観測の強まり 

・原油・金などの資源価格の上昇(豪州は資源国) 

・日本の財政赤字への懸念 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州中銀による金利引き上げ観測の後退 

・原油・金などの資源価格の下落 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

① 

② 
③ 

00:00 

84.83 

20:00 

85.29 ⑤ 
④ 
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 今週の豪ドル/円は引き続き上値を模索する展開となりそうだが、今月２日の安値76.30円から最大９円に

近く上昇するなど、上昇スピードが急過ぎるきらいがあることや、上値の伸びが鈍りつつあることから、調整

が入る可能性に注意が必要だろう。豪ドル/円は５日移動平均線にローソク足の実体部分をサポートされて

きたが、まずは本日10/26の５日移動平均の84.50円水準を守れるかどうかが見極めのポイントとなろう。   

 今週のイベントでは28日の第３四半期の豪州消費者物価指数、29日の第３四半期の米ＧＤＰ(国内総生

産)速報値、30日の日銀・経済・物価情勢の展望(展望リポート)、10月のシカゴ購買部協会景気指数が特に

重要。豪州消費者物価指数は、豪州中銀の金利引き利上げ時期及び引き上げ幅を見極める上で非常に注

目が高い。 

  豪州の政策金利は現在3.25％であるが、中立的水準とみられる5.5％程度に順次引き上げられるとの公

算が強く、それに伴い豪ドル/円も先高観が強い。当面の下落リスクとしては、主要国、特に米国の株価が

大崩れする場合や米国の金利先高観が強まり、米豪金利差が縮小するとの見方が強まる場合を指摘して

おきたい。 

 ＇予想レンジ：83.80～86.60円（ 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

AUD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●AUD/JPY 10/23週足引値：84.94円 ＇日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開（ 

 先週、豪ドル/ 円は直近高値を更新して、85.29円＇10/23（まで見ている。上昇に勢いがあり、20日線

＇81.10円、10/23（、60日線＇79.72円、10/23（から乖離して上回る推移となっている。 

85.13円10/23高値まで 

 ボリンジャーバンドは10/23現在、上限：86.19円～下限：76.02円であり、上限は取引値が押し上げる形で

上昇し、下限は下降から上昇に向かう中でバンド幅は拡大している。週足ベースでは３週連続での上昇と

なっており、まずは、順調な上昇推移であり、次のチャートポイントである85.53円＜104.43円＇2008/7/21高

値（～54.96円＇2008/10/24安値（の61.8％戻し水準＞に迫るところまできた。ただし、市場参加者の相場感

があまりに一方に傾いているだけは警戒したいと思われ、また仮に上値で買いポジションを持ったとすれ

ば、早めの回転で解消することが得策であると考えられる。上値ポイントは、下値ポイントは①20日線のあ

る81.10円＇10/23段階（である。 
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NZD/ JPY 

10/19 
Monday 

週初めの欧米株価指数が軒並み上昇したことで、リスクを取ることに積極的となる動きから、

外国為替市場では円が各通貨に対して下落(NZドル/円は上昇)した(①)。 

10/21 
Wednesday 

NZ中銀のボラード総裁がラジオで、ＮＺドルの上昇は金利引き上げの妨げにはならないと述

べたことで、金利先高観が強まり、ＮＺドルが上昇。22日未明にほぼ１年ぶり高値69.48円を記

録(②)。しかし、米国株式市場が終盤に急落したことで、その後一旦下落した(③)。なお、ＮＺ

ドルは対米ドルでもほぼ３カ月ぶり高値１ＮＺドル＝76.34セントを記録している。 

10/23 
Friday 

22日の米国株式市場の上昇や日本の財政赤字への懸念を背景に円売りが強まり、NZドル/

円は夜にほぼ１年ぶり高値69.69円を記録した(④)。 

上昇要因＇NZドル高・円安（ 下落要因＇NZドル安・円高（ 

NZドル/円 10/19～23の主な推移 

・日本とNZの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円＇ユーロ/円、豪ドル/円など（の上昇 

・日本の財政赤字への懸念 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→日米(主要国)株価の下落 

→クロス円＇ユーロ/円、豪ドル/円など（の下落 

・NZ経済の減速 

・NZ要人によるNZドル高けん制発言 

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

① 

② 

③ 
④ 
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  今週のNZドル/円は、ＮＺの金利先高観がさらに強まる可能性があることから、強い推移が続きそうだ。Ｎ

Ｚの材料では29日のＮＺ中銀政策金利発表がポイント。政策金利は2.5％に据え置かれることが確実視され

ているが、声明文ではこれまで、「政策金利は2010年後半まで現在よりも低い水準か現在の水準で推移し

続ける見通し」との見解が示され、金利引き下げの可能性が示唆されてきたが、市場では来年１月、３月に

それぞれ0.25％政策金利が引き上げられるとの見方が有力視される中、金利引き下げの可能性を示唆す

る文言は削除される可能性が高い。他方、金利引き締めの可能性をどの程度示すのかも注目される。 

 ＮＺドル/円の主な下落リスクとしては、米国株式市場の下落や、ユーロ/円、豪ドル/円に一旦調整ムード

が強まる場合、もしくはポンド/円主導で円高が進行する場合を注意したい。 

 ＇予想レンジ：67.30～70.80円（ 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

NZD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●NZD/JPY 10/23週足引値：69.45円 ＇日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開（ 

 NZD /円は先週、直近の高値となる69.69円＇10/23（を見た。 

 取引値は概ね20日線＇66.26円、10/23（及び、60日線＇64.90円、10/23（を大きく上回る推移となっている。

ボリンジャーバンドは10/23現在、上限：69.79円～下限：62.74円であり、上限は取引値が押し上げる形で上

昇し、下限が下落する中、バンド幅は拡大している。先週は70円台に迫るような、順調な上昇推移である。

昨年7/18の81.55円＇下げ始めたところ（まで戻すのであろうか？その水準に届くかどうかは何とも言えない

が、そこまで到達する確率は高まってきていると考える。ただし、上昇が止まり、下値の60日線が切れる動

きがあった際には警戒したいと思う。 

上値ポイントは、①値頃感のある70円、下値ポイントは①20日線のある66.26円、②60日線のある64.90円

＇10/23現在（である。 



 

6 

ZAR/ JPY 

10/19 
Monday 

週初めの欧米株価指数が軒並み上昇したことで、リスクを取ることに積極的となる動きから、

外国為替市場では円が各通貨に対して下落(ランド/円は上昇)した(①)。 

10/22 
Thursday 

南アフリカのパール経済開発担当大臣が、相場を安定させるために予め決めたレートで固定

することを提案すると南ア地元紙が報じたことでランド/円が12.09円まで下落。そのご、南ア

政府のスポークスマンが同報道を否定し、ランド/円が反発(②)。南ア中銀は政策金利を7.0％

に据え置くことを発表。その後、22日の米国株式市場の上昇に伴い円売りが強まり、ランド/

円は23日未明に12.34円まで反発した(③)。 

上昇要因＇ランド高・円安（ 下落要因＇ランド安・円高（ 

ランド/円 10/19～23の主な推移 

・日本と南アの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円＇ユーロ/円など（の上昇 

・新興国への投資の機運の強まり 

・日本の財政赤字への懸念 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の下落 

→クロス円＇ユーロ/円など（の下落 

・南ア中銀総裁のランド高けん制発言 

・南ア経済の減速 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

① 
② 

③ 

00:00 

12.34 
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  ランドは、豪ドルやＮＺドルと異なり、上値の重さが目立ってきている。要因としては、南アフリカに金利先

高観が強まっていないことや南アフリカ中銀がランド高けん制スタンスを取っていることに加え、最近では隣

国ジンバブエの政局の混乱や、市場から高く評価されてきたマヌエル前・南ア財務相や1991年のアパルト

ヘイト後に政府を支えてきたNetshitenzhe氏が相次いで政策立案の場から離れ、政権の左傾化への懸念

が浮上していることが挙げられる。パール経済開発担当大臣がランド相場固定を提案するとの報道は政府

によって否定されたとはいえ、政権の左傾化の流れに沿ったものとして注目に値しよう。 

 今週のランド/円は明確な方向性は出にくく、ユーロ/円や豪ドル/円などクロス円の推移がカギとなりそう

だ。基本的には先週のレンジ12.09- 39円を中心に、７月１日の年初来高値12.55円を突破するのはかなり困

難とみられる一方、12円ちょうど前後ではやや底堅く推移しそうだ。 

                                                                                                    ＇予想レンジ：11.95～12.45円（ 

●ZAR/JPY 10/23週足引値：12.31円 ＇日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開（ 

 南アランド/円は7/1の高値12.55円と7/13の安値10.96円の間でのもみ合い推移となっている。３週間前に

直近安値となる11.40円＇10/2（を見て、その後10/16に12.48円まで上昇した。 

週末引値ベースで20日線＇12.11円、10/23（と60日線＇12.06円、10/23（を上回って上昇している。また、ボリ

ンジャーバンドについては10/23現在、上限：12.55円～下限：11.66円であり、上限、下限ともに横這いの中、

バンド幅も横這いで推移している。大きく見た中ではレンジ相場での推移と見ている。 

まだ暫くは、上値ポイントは12.55円＇7/1高値（、下値ポイントは11.40＇10/2安値（の中での動きになると見

られる。 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

ZAR/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 
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経済指標カレンダー 

＇10/26～29（ 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

10/26 ――
(月) 9:30 (豪) 第3四半期生産者物価指数 [前年比] +2.1％ ――

16:00 (独) 11月GFK消費者信頼感調査 4.3 4.4
10/27 16:50 (仏) 10月消費者信頼感指数 -36 -36
(火)17:30 (香港) 9月貿易収支 -218億HKD-199億HKD

18:00 (ユーロ圏) 9月マネーサプライM3・季調済 [前年比]+2.5％ +2.1％
22:00 (米) 8月S＆P/ケース・シラー住宅価格指数 [前年比]-13.30％-11.45％
23:00 (米) 10月消費者信頼感指数 53.1 54
23:00 (米) 10月リッチモンド連銀製造業指数 14 ――
27:00 (米) 2年物国債入札＇440億ドル（ ―― ――

10/28  8:50 (日) 9月大型小売店販売額・速報 [前年比] -6.8％ ――
(水) 8:50 (日) 9月小売業販売額・速報 [前年比] -1.8％ -1.6％

 9:30 ○ (豪) 第3四半期消費者物価 [前期比] +0.5％ ――
 9:30 ○ (豪) 第3四半期消費者物価 [前年比] +1.5％ ――
18:30 (南ア) 9月消費者物価指数 [前年比] +6.4％ +6.3％
21:30 ○ (米) 9月耐久財受注 [前月比] -2.4％ +1.0％
21:30 ○ (米) 9月耐久財受注 [前月比：除輸送機器] ±0.0％ +0.7％
23:00 ○ (米) 9月新築住宅販売件数 42.9万件44.0万件
23:00 (米) 9月新築住宅販売件数 [前月比] +0.7％ +2.6％
未定 ○ (独) 10月消費者物価指数・速報 [前月比] -0.4％ +0.1％
未定 ○ (独) 10月消費者物価指数・速報 [前年比] -0.3％ ±0.0％
27:00 ○ (米) 5年物国債入札＇410億ドル（ ―― ――

10/29  5:00 ◎ (NZ) RBNZオフィシャル・キャッシュレート 2.50％ 2.50％
(木) 6:45 ○ (NZ) 9月貿易収支 -7.25億NZD――

 8:50 (日) 9月鉱工業生産・速報 [前月比] +1.6％ +0.8％
 8:50 (日) 9月鉱工業生産・速報 [前年比] -19.0％-19.4％
 8:50 (日) 9月企業向けサービス価格指数 [前年比] -3.5％ -3.3％
17:55 ○ (独) 10月失業率 8.2％ 8.3％
17:55 ○ (独) 10月失業者数 -1.2万人+2.0万人
18:30 (英) 9月消費者信用残高 -3億GBP ――
18:30 (英) 9月マネーサプライM4・確報 [前年比] +11.3％ ――
19:00 (ユーロ圏) 10月消費者信頼感 -19 -18
19:30 (南ア) 9月生産者物価指数 [前年比] -4.0％ -2.6％
21:30 ◎ (米) 第3四半期GDP・速報値 [前期比年率] -0.7％ +3.0％
21:30 ○ (米) 10/25までの週の新規失業保険申請件数53.1万件52.3万件
21:30 (米) 第3四半期個人消費・速報値  [前期比] -0.9％ +2.9％
21:30 (加) 9月鉱工業製品価格 [前月比] +0.5％ +0.1％
27:00 ○ (米) 7年物国債入札＇310億ドル（ ―― ――

香港休場(重陽節)、ＮＺ休場＇レイバーデー（

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想

巻末の特記事項を必ずお読みください。 
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※発表日時は予告なく変更される場合があります。 

※予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめておりますが、内容の正確性を保証するものではございませんので事

前にご留意くださいますようお願いいたします。 

経済指標カレンダー 

＇10/30（ 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 

 

10/30 ―― 日銀金融政策決定会合 0.10％ 0.10％
(金) 6:45 (NZ) 9月住宅建設許可 [前月比] +1.7％ ――

 8:30 (日) 9月失業率 5.5％ 5.7％
 8:30 (日) 9月有効求人倍率 0.42 0.42
 8:30 ○ (日) 9月全国消費者物価指数 [前年比] -2.2％ -2.2％
 8:30 ○ (日) 9月全国消費者物価指数 [前年比：除生鮮] -2.4％ ――
 9:01 (英) 10月GFK消費者信頼感調査 -16 -14
16:45 (仏) 9月生産者物価指数 [前年比] -8.5％ -8.3％
17:30 (香港) 9月月次政府財政収支 -153億HKD――
19:00 ○ (ユーロ圏（ 10月消費者物価指数・速報 [前年比] -0.3％ -0.1％
19:00 ○ (ユーロ圏) 9月失業率 9.6％ 9.7％
19:30 (スイス) 10月KOF先行指数 0.85 ――
21:00 (南ア) 9月貿易収支 -20億ZAR -10億ZAR
21:30 ◎ (加) 8月GDP [前月比] ±0.0％ ――
21:30 (米) 9月個人所得 [前月比] +0.2％ +0.1％
21:30 (米) 9月個人支出 [前月比] +1.3％ -0.5％
21:30 (米) 9月PCEデフレーター [前年比] -0.5％ -0.5％
21:30 (米) 9月PCEコア・デフレーター [前月比] +0.1％ +0.2％
21:30 (米) 9月PCEコア・デフレーター [前年比] +1.3％ +1.3％
22:45 ○ (米) 10月シカゴ購買部協会景気指数 46.1 48.1
22:55 (米) 10月ミシガン大消費者信頼感指数・確報値69.4 70

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想


